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井口寿賀野（１８９９～１９６０）

　戦後の婦人運動の先駆けとして活躍した井口寿賀野（旧姓米増寿賀野）は明治３２年３月１２日、羽合町下浅津１４３番地に米増周蔵の５人弟妹の長女として生まれた。

　東郷池の西北域に位置する１００戸余の集落、下浅津は水田耕作を中心としながら当時盛んになっていた養蚕も併せて営んでいた。


　日清戦争直後のことである。


　幼少のころ、両親の愛情をいっぱいに受けながら寿賀野は野良で、また、東郷池畔で友と遊んだ。豊かな自然の中で幼児期を過ごしていったことが後年、寿賀野が自然科学に強い興味を示したのもこのころの原体験が一因ではなかろうか。


　明治３８年浅津尋常小学校入学。当時、「女には学問はいらない。」という古い考え方が支配的で、また、女性のための中等教育機関も鳥取県の中部地区にはまだ設置されていなかった。

　進学を希望する者は極めて少数であり、進学希望者は鳥取高女に進学しなければならなかった。


　鳥取高女に進学した寿賀野にとって初めて見る鳥取の街並みは何もかも新鮮で大きく華やかに映った。ともに入学を許された同級生たちともたちまちのうちに打ち解け勉学に励んだ。


　しかし、初めて親元を離れての寮生活は聡明な寿賀野にとっても寂しいことであったにちがいない。


　鳥取高女に在学中次第に自然科学に興味を持ち始めている。寿賀野は小学校・女学校とも常に首席で通した。後年、寿賀野と小学校・女学校でともに学んだ米田松枝は「イクラ、ドンナニ頑張ツテモ寿賀野サンニハ勝テマセンデシタ。」と学生時代を回想しながら述懐している。


　学問への限りない興味を抱く寿賀野にとって女学校卒業と同時に社会に、また、家庭に入ることは堪えがたいことであった。担任の助言もあり、奈良女高師に進学を決意する。


　大正５年４月、奈良女高師に入学。理科を専攻している。

　寿賀野にとって夢と希望にあふれた学生生活であった。全国から集える才媛たちとの語らいは彼女の学問への情熱と友情をはぐくんでいったことであろう。


　全国各地に脚を延ばし化石の採集を続けたのもこのころのことである。


　大正９年３月、奈良女高師を首席で卒業している。卒業と同時に母校、鳥取高女教諭として鳥取に帰った。


　両親の強い奨めがあり、その両親の希望を入れての帰郷であった。寿賀野の教育実践は要点を押さえ、徹底して指導に当たり、校長を驚嘆させたという。


　しかし、鳥取での生活は長く続かなかった。

　大正１１年３月、母校奈良女高師に助教授として迎えられている。


　奈良女高師在職中、教え子の中に井口恵美という女生徒がいた。井口恵美は寿賀野の懇切でよく分かる授業、そして抱擁力のある人柄にいつしか魅せられていった。母を亡くしていた井口恵美はある日のこと寿賀野に向かって、


　「私ノ母ニナッテ下サイ。」とお願いしたというのである。そのことが発端となって井口茂寿郎との結婚が進展したという。


　寿賀野は助教授として情熱を傾け、また温い愛情をもって女子学生たちの指導に当たった。それゆえ学生たちから自分の親のように慕われたのである。


　自然科学への道を求めていた寿賀野ではあったがその願いはかなえられなかった。昭和２年４月、茂寿郎と結婚。茂寿郎はそのころ鐘ケ淵紡績株式会社の要職にあり、寿賀野は任地大阪・福岡と主人に従い転居した。

　昭和９年、南米拓殖会社支配人に転じていた茂寿郎に従いブラジルに渡りアマゾン川流域を転々、植民事業の発展に夫を支えた。後年、ブラジルでの生活を浅津小学校の児童に講演している。


　昭和１６年太平洋戦争ぼっ発。戦争は寿賀野の上にもさまざまな影響を与えずにはおかなかった。


　開戦と同時に茂寿郎は内地勤務となりブラジルに残る移民たちの身を案じながら交換船でアメリカ合衆国を経て帰国した。


　戦争は終末段階を迎えていた。戦禍を避けて寿賀野は一家をあげて下浅津に帰った。


　終戦直後の昭和２２年、夫茂寿郎は寿賀野、子息を残して他界した。当然生活が寿賀野の肩にかかることになった。


　大学生の子息を抱え、何一つ手に職のない寿賀野にとってたちまち明日からの生活に苦しむことになった。


　慣れぬ手にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すき),鋤)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くわ),鍬)を握り、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なし),梨)の袋作りの内職で学資と生活費をつくり出すことは容易な業ではなく、まして終戦直後の混乱の中で母子家庭などに目を向ける者はいなかった。


　厳しい社会の現実の前に寿賀野の心に


　「同じ不幸に泣く者は団結し互いに手をとり合って進まねばならない。中でも戦争犠牲者の母子家庭には国家的な救いの手を差し延べるのが当然だ。」という強い願いが胸にこみ上げてきた。

　昭和２４年には母子世帯は驚くなかれ県内で１万４３１９を数えたのである。


　同年１０月１日、県下でいち早く浅津村母子会が２８名をもって組織され会長に寿賀野が推挙されている。


　母子会はこれに続いて長瀬・橋津・宇野と組織され横の連携がとられるようになる。


　当然、寿賀野は県連合会母子会の設立に参画した。設立総会で会長に要請され、次のようにその抱負を述べている。


　「我々ハ立チ上ラナクテハナリマセヌ。同ジ立場ノ人間ガ互イニシッカリト手ヲツナギ一人デハ弱イ女デモ団結ノ力デ、協同ノ力デ力強ク生キヌクノダトイウタクマシイ生活意欲ヲ取リ返シ、（中略）誰ニモ言ナイ悩ミヲ同ジ立場ノ人、同志デ互イニ慰メ、励マシ、明日ヲ生キル力ヲ振リ起シ、併セテ組織ノ力、団結ノ力デ世論ヲ輿し、世間ノ認識ヲ改メテイタダクト同時ニ我々ヲ守ルタメノ政治ヲ具現シテイタダクタメデアリマス。」

　力強く県知事列席の前でその信念を披歴している。文脈に寿賀野の願いと決意があふれ、ひしひしと読む者の胸に伝わってくる。

　寿賀野を先頭とする母子会の力強い運動は序々に実を結び始めていった。昭和２５年母子福祉対策・福祉生学資金貸与がそれである。続いて鳥取県母子相談員が設置されることとなった。母子会員たちの熱い願いはついに行政を動かし始めたのである。寿賀野はようやく愁眉を開いたことであろう。

　昭和２５年、寿賀野は全国母子代表者会議に出席した。その折、皇居で皇后陛下から


　「今ハ皆苦シイコトバカリデアリマショウガ、オ互イ助ケアツテ身体ヲ大切ニシテ下サイ。」


との励ましの言葉を賜った。


　寿賀野は日記に、「感激、随喜ノ涙ヲ流シタ。」と記している。うれしかったであろう。


　母子会の先頭に立ち、婦人問題にかかわっている寿賀野にとって大きな励ましであり、取り組みが認められたのである。


　寿賀野にとって自分たちの願いが一歩一歩実現していくことを肌で感じはしたであろうが、しかし、これだけでは満足できなかった。


　寿賀野は母子家庭救済のためには、まず全県運動に盛り上げ県政重点施策に取り上げなければならない。そのためには県議会の場で県民に強く訴えていくべきだと覚った。


　昭和２６年、県会議員改選に当たり圧倒的な婦人の支持を得て当選を果たした。婦人たちの熱い思いが胸に伝わってくる。


　寿賀野は当然ただ１人の女性議員であり、教育民生常任委員として幅広く厚生活動に活躍の舞台を広げていった。


　この時期の寿賀野は精力的に活動を展開している。日赤中央委員県連合会婦人会長、県連合会母子会長、更に全国母子連合会副会長として全国運動の中核として活動を進めている。

　若き日、自然科学の探究を熱望した寿賀野ではあったが、書架にはベーベルの婦人論が並んでいたという。社会問題、婦人問題にも早くから並々ならぬ関心を抱いていたのである。

　そのころ、日夜全力を傾注して活動してきた寿賀野ではあったが大学生の子息が帰郷する度に母親としていそいそと子息の好物を調理していたわる良き母親でもあった。


　自分の果たせなかった自然科学への夢を子息に託していたにちがいない。


　昭和３３年、「婦人ノ力ニヨリ養老年金、母子年金ナドアラユル厚生福祉制度ヲ一括シタ国民福祉法ヲ制定スルトコロマデイカナケレバ本当ノ幸福ハコナイダロウ。」とその夢を語りかけている。将来を見通していたのである。


　日々、精力的に婦人運動に挺身していた寿賀野にとっていつしか健康が気づかわれる年になっていた。


　昭和３５年７月７日、寿賀野は県庁へ陳情に出かけた。


　その折発病。関係者に見守られながら脳出血で死亡した。


　享年６２歳。


　思えば婦人運動に半生を捧げた人生であった。恵まれた家庭婦人として歩むかにみえた寿賀野ではあったが戦争の惨禍が婦人運動にかかわらせ、婦人の地位向上に大きな役割を果たした生涯であった。そして寿賀野の遺志はその後の我が国の社会福祉の向上に大きな力となっていったのである。


　寿賀野は婦人運動に携わって、その出張の行き帰り、いつも東郷池を渡る小さな発動機船を利用した。


　上京の折、全国母子会長山高しげり女史にふるさとの池、そして小さな渡し船、その風物誌を楽しそうに繰り返し語ったという。

　きっと、寿賀野は幼ない時から親しんだ東郷池を渡りながらいつも自分を温かく包んでくれるふるさとの自然、そして婦人運動にかかわった親しかった人たちをしのび思いをはせていたにちがいない。

　今も夕日に照り映えるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きらら),綺羅々)の湖面を船は寿賀野の心を乗せて湖波を広げながら渡っていく。


　　　「人物史」参考文献

　　　（１）小谷恵造「団野蔵六」（日本海新聞掲載）

　　　　　　関本誠治「団野蔵六」（西蓮寺報掲載）


　　　（２）「宇野村郷土誌」昭和１２年版


　　　（３）中原和郎著「癌」（岩波新書）


　　　　　　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かに),加仁)」国立ガンセンター財団法人癌研究振興会編


　　　（４）関本誠治「栗原潔子」（西蓮寺報掲載）

